2.16.2. 教員実績概要 (2.16. 情報メディア学講座, 2. 教育研究活動報告) by unknown
2.16.情報メディア学講座 
209 
2.16.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 布川博士 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア情報学総論，プログラミング言語構造論，コミュニケーション論，ほかゼミ等 
(b) 研究科担当授業科目 
情報環境デザイン特論，ほかゼミ等 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ミッションステトメントに基づく研究室の経営，研究成果活用・実課題発掘の為のフィールドワーク．今後のソフ
トウェア技術の活かされかたについて，特に技術の社会化に関する認識と研究経営への応用． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 金子孝一(宮城大学)，布川博士(岩手県立大学) ,食材・調理プロセスのデータ化と IT 応用の感性化, 多田俊介
(日本アイ・ビー・エム・サービス株式会社)， 日本感性工学会論文誌（感性工学 Vol.10 No.2，２０１１，Mar） 
2) 小笠原直人，藤本茉亜子，佐藤究，布川博士，再生楽曲選択のインタフェースに関する研究 - ランダムな再生
楽曲候補の提示における満足度の評価 -日本感性工学会論文誌（感性工学 Vol.10 No.2，２０１１，Mar） 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Kobayashi, I., Nunokawa, H., and Ooe, H.: Low-cost heart rate analysis system for persons with severe 
motor and intellectual disabilities.Journal of Applied Research in Intellectual Disabilities, Vol. 23, 
No.5, p. 515, 2010. 
2) 小笠原直人，藤本茉亜子，佐藤究，布川博士，再生楽曲選択のインタフェースに関する研究 －ランダムな再生
楽曲候補の提示における満足度の評価－，第 12回日本感性工学会大会 予稿集 CD-ROM(3B1-3)，2010.9 
3) 佐藤究，佐藤奈摘，小笠原直人，布川博士，共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システムの
実現，第 12回日本感性工学会大会 予稿集 CD-ROM(3A1-2)，2010.9 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 布川博士，金子孝一(宮城大学事業構想学部) 2015 年の食提供サービス事業と感性，日本感性工学会第 12 回大
会，講演論文集 1F2-1 (CD) 
2) 布川博士，佐藤究，小笠原直人(岩手県立大学ソフトウェア情報学部), ,厨房機器制御の現状と展望,日本感性工
学会第 12回大会，講演論文集 1F2-5 (CD) 
3) 小笠原，佐藤，布川：電子のれんコミュニケーション -ただいま営業 中-，第 12回計測自動制御学会 システム・
情報部門学術講演会 2010 講演論文集 CD-ROM(3E2-3), 2010.11  
4) 小笠原，佐藤，布川：高コンテクストメディアによるコミュニケーションの提案，日本シミュレーション＆ゲー
ミング学会全国大会論文報告集 2010年度春号, pp. 110-105, 2010.6 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 挑戦的萌芽的研究、” 調理における感性の抽出と記録およびその再生に関する研究” 平
成 21年〜22年度,800千円 
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(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
入試連絡調整会議委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
大学院教務委員会（副委員長） 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 仙台市情報化推進委員会委員 
2) 仙台市情報セキュリティ専門委員会 委員長 
3) 東北経済産業局委託（公募）関連審査委員会委員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) （財）仙台応用情報学研究振興財団 理事・研究主幹 
2) （社）宮城県情報サービス産業協会  参与  
3) 東北情報サービス産業懇談会 顧問 
4) 東北 IT産業推進機構 事務局長 
 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
1) 厨房機器制御関連（関西の一部上場企業，関西のベンチャー企業．東北の中小企業） 
2) セントラルキッチン効率化事業関連（東京の一部上場企業，東京のベンチャー企業） 
3) 健康サービス関連（東北地方の医科系大学，東北の中小企業） 
4) 電子出版関連（東北のベンチャー企業，東京のベンチャー企業） 
5) 歯科医師予約システムを核としたマーケティングシステム（歯科医と共同） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本感性工学会 理事 
2) 日本感性工学会 論文誌編集委員 
3) 日本感性工学会 感性事業部会 部会長 
4) 日本感性工学会 第 12回大会 実行委員会 
5) 情報処理学会東北支部 評議員 
6) 電子情報通信学期，日本感性工学会、国際会議等の査読委員 
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(f) その他 
国等の公募への応募（厨房機器制御を核としたレシピ自動生成関連（企業との共同提案））， 
中小企業庁の公募への応募（厨房機器による自動調理関連事業の創成．企業との共同提案，企業が獲得） 
中小企業庁の公募への応募（厨房機器用オーサリングと事業化．企業との共同提案） 
 
[主な業績］ 
（１）業務用厨房の IT化研究 
外食・給食産業（特にレストランは，製造（料理人による厨房での調理），販売（ホール担当による提供），支払
い（POS））が１ヶ所で完結するサービス工学においる典型的なサービス産業である）において，従業員へのマニュ
アルによるコミュニケーション手法については，経営効率向上の観点では限界にきていると言われ，サービス産業
の感性化の視点から新たなコミュニケーション手法が模索されている 
本研究は，外食・給食産業界の経営革新へ繋げられる生産管理手法として食材・調理プロセスのデータ化による 
デジタルレシピの概念展開を想起し，標準化された POS システムとの連携を考慮した IT の利活用面から，実業事
例の分析を通じて，デジタルレシピ概念の普及に求められる要件並びに実用化までの道筋を提言し，併せて感性情
報を取り込み展開する IT 応用の感性化の段階を考察した．実際に，ホテルのバンケットを想定した調理実験も実施
している． 
（２）電子出版関連技術 
デジタルコンテンツ流通における価値の創造を目的として，書き込み可能な電子書籍システムの開発を行なってい
る．これまでの日本の産業が，電子工業や自動車産業に中心としてその衛星的な部品産業によって成り立ってきた
と言う特定分野依存型産業構造から脱却し，製造技術—利用技術—コンテンツを含めたシステム販売による事業創成
とそれに見合った産業構造へ転換が求められている．本研究は書き込み可能な電子書籍システムと言う技術を開発
し，さらに自ら活用方法を企業とともに考案し，そのコンテンツを利用するための事業を構想しながら，技術開発
とパラフレーズしながら活用方法・コンテンツを含めたシステムを構築することにより，市場にあったコンパクト
な事業を創成する挑戦，そして，その方法論を模索する実験である． 
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職名： 講師 氏名： 佐藤 究 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ヒューマンインタフェース，情報環境論 
(b) 研究科担当授業科目 
情報環境デザイン特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
研究室内論文発表データベースの改良 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 小笠原直人，藤本茉亜子，佐藤究，布川博士，再生楽曲選択のインタフェースに関する研究 - ランダムな再生
楽曲候補の提示における満足度の評価 -日本感性工学会論文誌（感性工学 Vol.10 No.2，２０１１，Mar） 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 佐藤究，佐藤奈摘，小笠原直人，布川博士，共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システムの
実現，第 12回日本感性工学会大会 予稿集 CD-ROM(3A1-2)，2010.9 
2) 小笠原直人，藤本茉亜子，佐藤究，布川博士，再生楽曲選択のインタフェースに関する研究 －ランダムな再生
楽曲候補の提示における満足度の評価－，第 12回日本感性工学会大会 予稿集 CD-ROM(3B1-3)，2010.9 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 小笠原，佐藤，布川：電子のれんコミュニケーション -ただいま営業 中-，第 12回計測自動制御学会 システム・
情報部門学術講演会 2010 講演論文集 CD-ROM(3E2-3), 2010.11 
2) 小笠原，佐藤，布川：高コンテクストメディアによるコミュニケーションの提案，日本シミュレーション＆ゲー
ミング学会全国大会論文報告集 2010年度春号, pp. 110-105, 2010.6 
3) 寺島，眞壁，佐藤，松尾：アイスホッケーにおける IT 支援方法に関する研究，電気学会研究会資料. IS, 情報
システム研究会 2010(50), 45-48, 2010-09-30 
4) 布川博士，佐藤究，小笠原直人(岩手県立大学ソフトウェア情報学部), ,厨房機器制御の現状と展望,日本感性工
学会第 12回大会，講演論文集 1F2-5 (CD) 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 挑戦的萌芽的研究、” 調理における感性の抽出と記録およびその再生に関する研究” 平
成 21年〜22年度,800千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
入試検討委員会，入試委員会（研究科） 
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(c) 学生支援 
放送部顧問 
(d) その他 
該当無し 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
仙台応用情報学研究振興財団主任研究員 
(c) 一般教育 
二戸高等看護学院非常勤講師 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
該当無し 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
【題目】 
覗き込み動作を可能とするミラーインタフェースに関する研究 
【概要】 
ユビキタス時代の到来により，家庭内の様々な機器が電子化・ネットワーク化され，近い将来にはあらゆるものが
電子的に利用可能な情報や機能を持つようになると考えられる．しかし，このような利便性が高まる一方で，家庭
内の電子機器の増加はユーザに煩雑な操作の学習を要求するため，十分な活用がなされない可能性が考えれる．こ
のような問題を解決するために，誰にでも容易かつ直感的に操作できるリテラシーフリーな UI である「ミラーイン
タフェース」の研究が行われている．しかし，既存のミラーインタフェースでは，部屋全体を映すために巨大かつ
高精細度の大型ディスプレイが必要不可欠であり実用化のレベルに達していない． 
本研究では，ユーザのディスプレイに対する視点情報を用い，ユーザが画面を「覗き込む」と．その視点に従って
ディスプレイ画像を変化させユーザに提供するミラーインタフェースの実現を目標とする．これにより，家庭内で
も使用可能なコンパクトなディスプレイを用い，直感的な操作性を阻害なく実現することが可能となる． 
【題目】 
共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システム 
【概要】 
 実空間での実物体を用いた組み立て作業を遠隔地から支援するシステムとして様々な研究がなされている．しか
し，操作の対称性および，作業対象の対称性の両立には課題が多い． 
そこで本研究では，自由な形状の作業対象物を完全な同一の実物体として共有可能な対称的作業空間の実現を目的
とした，共有ブロックを用いた遠隔地作業支援システムを提案する．具体的には，作業対象物を構築可能な部品を
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双方に用意し,その部品に部品自ら利用者の組み立てを感知し，遠隔地の部品を通じて直感的にユーザに組み立て方
を提示するインテリジェント性を持たせることにより,作業対象物および作業対象への操作の共有を実現し,対称的
な作業空間の共有を行う手法を提案する. 
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職名： 講師 氏名： 小笠原直人 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
メディア論，基礎教養入門，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ， 
ソフトウェア演習 A/B/C，メディアシステム演習 A/B/C，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
社会情報システム特論 II 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 小笠原直人，藤本茉亜子，佐藤究，布川博士，再生楽曲選択のインタフェースに関する研究 - ランダムな再生
楽曲候補の提示における満足度の評価 -日本感性工学会論文誌（感性工学 Vol.10 No.2，２０１１，Mar） 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 小笠原直人，藤本茉亜子，佐藤究，布川博士，再生楽曲選択のインタフェースに関する研究 －ランダムな再生
楽曲候補の提示における満足度の評価－，第 12回日本感性工学会大会 予稿集 CD-ROM(3B1-3)，2010.9 
2) 佐藤究，佐藤奈摘，小笠原直人，布川博士，共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システムの
実現，第 12回日本感性工学会大会 予稿集 CD-ROM(3A1-2)，2010.9 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 小笠原，佐藤，布川：電子のれんコミュニケーション -ただいま営業 中-，第 12回計測自動制御学会 システム・
情報部門学術講演会 2010 講演論文集 CD-ROM(3E2-3), 2010.11  
2) 小笠原，佐藤，布川：高コンテクストメディアによるコミュニケーションの提案，日本シミュレーション＆ゲー
ミング学会全国大会論文報告集 2010年度春号, pp. 110-105, 2010.6 
3) 布川博士，佐藤究，小笠原直人(岩手県立大学ソフトウェア情報学部), ,厨房機器制御の現状と展望,日本感性工
学会第 12回大会，講演論文集 1F2-5 (CD) 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 挑戦的萌芽的研究、” 調理における感性の抽出と記録およびその再生に関する研究” 平
成 21年〜22年度,800千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
評価委員会，入試検討委員会，情報メディア入門 TF 
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(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
岩手県消防学校消防職員幹部教育初中級幹部科講義「IT基礎」講師 
(b) 企業・団体などにおける活動 
仙台応用情報学研究振興財団主任研究員 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
該当無し 
(f) その他 
該当無し 
[主な業績］ 
【題目】 
コンテクストのコミュニケーションに与える影響に関する研究 
【概要】 
コミュニケーションにおいて，情報の受信者が，受け取った情報からどのような意味や感情を読み取るかは，送ら
れてきた情報だけでなく，どのようなコンテクストにおいてその情報を読み取っているかに大きく影響を受ける．
近年の電子メールなどのコンピュータを用いたコミュニケーションメディアでは，文字情報を主なチャネルとし，
低コンテクストな情報の解読を行うものが主流となっている． 
本研究では，高コンテクストなコミュニケーションメディアとして，相手の存在というコンテクストに基づいたコ
ミュニケーションメディアや，楽しさや遊びというコンテクストに基づいたコミュニケーションメディアなど，利
用のコンテクストに制約や演出を施した新しいコミュニケーションメディアの設計，実装を行った． 
・ 遊びのコンテクストに基づいた転がりコミュニケーション 
「玉転がし」という遊びの中で，球を相手に転がす，相手から球が転がってくるというコミュニケーションを行う
ことにより，楽しさといった感情が共有できるか，またこのコンテクストがコミュニケーションにどのような影響
を与えるかを評価するためのプロトタイプシステムを実装した． 
・ 相手の存在を感じ，視線を送るコミュニケーション 
離れた相手の存在を感じ，相手を気にしているという感情を，「相手を見る」という行為により伝送するコミュニ
ケーションの実現を行った．また，このようなコミュニケーションによって，どのような感情が総期されるか，ま
た，コンテクストがコミュニケーションに与える影響の評価方法を検討した． 
また，これらのコミュニケーションメディアの設計，実装，評価を通じて，ネットワークを用いたコミュニケーシ
ョンメディアにおけるコンテクストの役割と影響および，新たなメディアをデザインする際のコンテクストの考え
方を今後明らかにしてゆく予定である． 
